















○ 3 月 11 日午後、東日本一帯を襲った大地震・大津波で亡くなられ
た方々のご冥福をお祈りするとともに、被災者の皆様に対し、心か
らお見舞いを申し上げたいと思います。このニュースは、インドネ


























































○ 柳谷謙介元 JICA 総裁は、『こころの地球儀』という本の中で、国
際協力（ここでは途上国援助と同じ意味として使用）に対する国民
世論の形成は極めて重要なことであり、次のような４つの発展段階















立ってくるようになります。 第 4 段階として、国際協力について
の国民世論の理解と支持が形成されるようになってきます。
○ 現在がどの段階にあるのか明示することはできませんが、私が
































































○ 日本は、第 2 次世界大戦後の 1946 年から 1951 年まで、アメリカ政
府からガリオア（占領地域救済政府基金）とエロア（占領地域救済

















７．ODA の変遷と 50 年の成果
















り、政府援助機関として JICA も設立され、ODA も本格化してい
きました。

























































○ 不毛の大地を大穀倉地帯に変えた「ブラジル ･ セラード開発事業」
も、大きな成果を挙げた国家プロジェクトです。「セラード」とは、
ポルトガル語で「閉ざされた」を意味しており、強い酸性土壌のた






34 年間で 118 倍に増加しました。大豆輸出は、2009 年では 2586 万
トンで米国に次ぎ 2 位であり、このうち中国向けが約 61％を占め
ています。
８．JICA 組織の変遷

















○ JICA が設立した時の 1974 年度の定員数は 994 名で、予算は 272 億
円でした。ODA の拡充政策に基づき、援助量は増加の一途を辿り
















































○ 2 つ目は、環境 ･ 気候変動対策であり、「地球環境協力」として、
温室ガスの排出抑制と経済成長の両立を指向する途上国支援や、





































○ 21 世紀に入り、ODA 予算の減少、新興国の台頭などを背景とし
て、ODA 改革が活発に議論されるようになりました。主務官庁で
ある外務省は、2005 年 12 月に、「ODA の点検と改善〜より質の高
い ODA を目指して〜」という報告書を発表し、戦略性強化、効率

















（平成 23 年 5 月 9 日）
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JICA組織の変遷
1947年10月
海外移住協会
1963年7月
海外移住事業団
（JEMIS）
2008年10月
JBICと統合
定員：996名
予算：272億円
定員：1320名
予算：1770億円
定員：1664名
事業規模：11兆円
1961年3月
海外経済協力基金
（OECF）
1999年10月
国際協力銀行
（JBIC）
1954年4月
社団法人アジア協会
1962年6月
特殊法人
海外技術協力事業団
（OTCA）
1974年8月
特殊法人
国際協力事業団
（JICA）
2003年10月　
独立行政法人
国際協力機構
（JICA）
1961年3月
輸出入銀行
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